
　

夏休みの思い出
に

いかがですか？第36回夏休み親
子のつどい

ぬいぐるみ
人形劇

※ 前売券完売の場合、当日券の販売はありません。
ご了承ください。

（大人・こども一律料金　２歳未満は無料です）

午前の部：10：30 開場
　　　　　11：00 開演
午後の部 : 13：30 開場
　　　　　14：00 開演

草加市文化会館ホール

500円　　700円

８月19日（金）日 時

会 場

料 金
前売券 当日券

　前売券販売所
　① 草加市社会福祉協議会 （土・日・祝日を除く　午前８時30分から午後５時15分まで）
　② 草加市文化会館 （７月６日（水）・８月３日（水）を除く午前９時から午後９時まで。初日のみ午前10時から）

第35回 夏休み親子のつどい

会員の種類 金　額
（1口当たり） 対　象

個人会員 500 円 本会の活動に賛同する
世帯・個人

特別会員 3,000 円 本会の活動に特に賛同
する個人、企業

団体会員 5,000 円 本会の活動に特に賛同
する団体、施設

賛助会員 1,000 円 本会の活動に賛同する
個人

　皆様からご協力いただいた会費を、地域福祉活動推進のために活用して
います。ご理解、ご協力をお願いします。（目標額19,670,000円）

会員の種類・会費

～ふれあい、支え合う地域社会を目指して～
平成28年度  社会福祉協議会  会員募集

会費の活用について

・ボランティア育成のために

・ 地域福祉活動の推進のために

問合せ：草加市社会福祉協議会　０４８－９３２－６７７０

前売券の販売6/27（月）から始まります！

〔問合せ・連絡先〕総務課　０４８－９３２－６７７０

社会福祉法人草加市社会福祉協議会
〒340-0013 草加市松江1-1-32 TEL048-932-6770
ホームページURL http://www.soka-shakyo.jp

配布に関する問合せは（土・日曜日、祝日を除く）
松原１～４丁目は 松原団地見守りネットワーク ☎048-933-9500
その他の地域は 草加市シルバー人材センター ☎048-928-9211社協は、社会福祉協議会の略称です

社協だより
そうか 平成28年６月15日発行

No.147

・ 高年者、障がい者、    
児童・青少年のために

※ この事業は、赤い羽根共同募金
配分金を活用しています。



平成28年（2016年）6月 15日 2そうか社協だより

　

平
成
27
年
度
決
算 

※
事
業
活
動
収
支

　

平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
収
入
は
３
億
５
，

１
７
４
万
６
２
７
円
、
支
出
は
３
億
４
，
７
６
４
万
９
，

７
７
２
円
の
決
算
額
と
な
り
、
単
年
度
収
支
は
４
０
９
万

８
５
５
円
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
は
次
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
28
年
度
予
算

　

平
成
28
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
収
支
と
も
に
予
算
総
額
５
億
６
，

３
２
１
万
４
，
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
内
訳
は
次
の
グ
ラ
フ
の
と

お
り
で
す
。

平
成
27
年
度
決
算
・
平
成
28
年
度
予
算

平成27年度収入決算平成27年度支出決算

⑧50,595,047円
14.4％

⑨197,169円　0.1％
⑩763,362円　0.2％ ①19,135,700円　5.4％

②2,952,071円　0.8％

⑥2,298,823円　0.7％ ⑤6,393,160円　1.8％

③82,311,430円
23.4％

④65,658,139円
18.7％

⑦121,435,726円
34.5％

②9,315,465円
2.7％

③52,779,693円
15.2％

⑥931,747円　0.3％
⑦7,228,660円　2.1％
⑧14,620,229円　4.2％
⑨489,069円　0.1％
⑩1,879,498円　0.5％

⑯25,327,419円　7.3％
⑰27,395,638円　7.9％

①82,431,087円
23.7％

⑪64.334.948円
18.5％

⑤41,016,735円　11.8％

④2,166,627円
0.6％

⑫4,208,102円
1.2％

⑬22,376円
0％

⑭0円　0％

⑮13,502,479円
3.9％

①会費　②寄附金　③経常経費補助金　④受託金　⑤貸付事業　⑥事業収入
⑦介護保険事業　⑧障害福祉サービス等事業　⑨受取利息配当金　⑩その他

①法人運営事業②企画・広報・調査・研究・助成事業③小地域福祉ネットワーク活動事
業④ボランティアセンター事業⑤障害福祉サービス事業⑥ふれあい福祉相談所事業⑦生
活つなぎ資金貸付事業⑧手話通訳事業⑨点字・声のお知らせ事業⑩講習会開催事業⑪指
定訪問介護事業⑫福祉サービス利用援助事業⑬交通遺児基金運営事業⑭ふれあい福祉基
金運営事業⑮成年後見事業⑯地域包括支援センター事業⑰指定居宅介護支援事業

⑧51,591,000円
9.2％

⑪33,565,000円
6.0％

⑨134,000円
　0％

⑩711,000円
　0.1％

⑫160,510,000円
28.5％

①19,670,000円　3.5％
②2,920,000円　0.5％

⑤7,310,000円
　1.3％
⑥2,908,000円
　0.5％

③90,745,000円
16.1％

④72,987,000円
13.0％

⑦120,163,000円
21.3％

②9,292,000円
1.6％

④2,579,000円
0.5％

⑫4,723,000円　0.8％
⑬9,569,000円　1.7％

⑮17,607,000円
3.1％

⑭129.508,000円
23％

③55,627,000円
9.9％

⑤51,591,000円
9.2％

⑥1,091,000円
0.2％

⑦8,616,000円
1.5％

⑧17,773,000円
3.1％⑨501,000円　0.1％⑩2,023,000円　0.4％

⑯34,961,000円　6.2％

⑰34,468,000円　6.1％
⑱7,727,000円　1.4％

⑪83,109,000円
14.8％

①92,449,000円
16.4％

①会費　②寄附金　③経常経費補助金　④受託金　⑤貸付事業　⑥事業収入
⑦介護保険事業　⑧障害福祉サービス等事業　⑨受取利息配当金
⑩その他　⑪その他の活動収入　⑫前期末支払資金残高

平成28年度収入予算平成28年度支出予算

①法人運営事業②企画・広報・調査・研究・助成事業③小地域福祉ネットワーク活動事業④ボ
ランティアセンター事業⑤障害福祉サービス事業⑥ふれあい福祉相談所事業⑦生活つなぎ資金
貸付事業⑧手話通訳事業⑨点字・声のお知らせ事業⑩講習会開催事業⑪指定訪問介護事業⑫福
祉サービス利用援助事業⑬交通遺児基金運営事業⑭ふれあい福祉基金運営事業⑮成年後見事業
⑯地域包括支援センター事業⑰指定居宅介護支援事業⑱生活支援体制整備事業

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
日
々
生
活
を
送
る
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
草
加
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
次
の
４
つ
を
平
成
28
年
度
の
重
点
事
業
と
し
て

掲
げ
、
住
民
目
線
の
福
祉
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
　
基
本
方
針

重点事業目指す姿

① 地域包括ケアシステムの構築と
　介護保険制度改正に伴う取組み

②地域福祉懇談会の開催
　－地域における福祉課題の抽出－

③相談支援体制の強化

④地域福祉活動計画（第三次計画）に
　基づく事業活動の推進

行
動
す
る

　
　

社
会
福
祉
協
議
会

解決に向けて

高齢化核家族化

経済の
低迷

少子化

貧困

孤立

虐待

様々な生活課題 社会状況

給
与

① ホームヘルパーの役割を担うボランティアの確保・育成、デイ
サービスの性格を有する住民主体のサロン創設など、平成29年
度からの運用を目指し、生活支援体制を整備する。

② 地区社協やボランティア、すこやかクラブをはじめとす
る市民の皆様を対象に地区単位で懇談会を開き、課題の
抽出、解決に向けた課題分析、検討を行う。

③ そうか成年後見サポートセンターに生活困窮者自立支援
制度における自立相談支援窓口、生活つなぎ資金などの
貸付窓口を集約し、相談支援体制の強化を図る。

④ 基本理念である「だれでもが安心して共に暮らせる支え
合いのまちづくり」の実現に向けて、法人として計画的
かつ体系的に各事業活動を推進する。
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

　
　
　
　
　
　
災
害
時
に
何
が
出
来
る
か
？

稲
荷
地
区　

加
藤　

明

　

４
月
14
日
眠
れ
ず
に
テ
レ
ビ
を
付
け
る
と
熊

本
地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し

た
。

　

翌
日
は
２
度
目
の
地
震
。
そ
の
後
、
被
害
が

拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
時
は
、
草
加
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
ツ
ア
ー
に

３
年
間
で
10
回
程
、
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
や
南

三
陸
町
な
ど

に
参
加
し
ま

し
た
が
、
被

害
の
大
き
さ
、

ま
た
悲
惨
さ

に
大
変
驚
き
、

涙
が
出
る
思
い
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
今
回
の
熊

本
地
震
で
も
草
加
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
呼
び

か
け
で
義
援
金
の
募
金
で
駅
頭
に
立
ち
ま
し
た

が
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
災
害
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
だ
と

思
い
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
草
加

で
も
首
都
直
下
地
震
で
は
震
度
６
強
が
想
定
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
災
害
か
ら
逃
れ
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
が
、
災
害
の
後
が
、
私
達
民
生

委
員
の
活
動
の
重
要
性
を
感
じ
ま
す
。
要
援
護

者
の
見
守
り
、
避
難
者
の
支
援
等
多
岐
に
わ
た

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
必
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
私
達
の
地
区
民
児
協
で
も
定
例
会
等
で

災
害
時
の
連
絡
や
ど
う
い
う
支
援
を
し
て
い
く

か
良
く
話
し
合
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

草
加
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
か
ら

　

近
年
、
災
害
が
発
生
す
る

ご
と
に
、
近
隣
住
民
の
支
え

あ
い
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
地
域
住
民
の

交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
こ

と
で
、
支
え
合
い
の
精
神
が

育
ま
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

災
害
時
や
地
域
の
課
題
な
ど

を
乗
り
越
え
る
力
が
生
ま
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
区
社
協
で
は
、
昔
遊
び

な
ど
の
世
代
間
交
流
事
業
や
、

ふ
れ
あ
い
会
食
（
一
人
暮
ら

し
の
高
年
者
対
象
の
会
食

会
）、
敬
老
事
業
の
ほ
か
、
お

花
見
会
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
地
域
の
特
色
を
生
か
し
て

独
自
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
力
と
な
る
地
区
社

協
事
業
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

地区社協とは・・・
　地域住民が「地域の福祉」
に関することを話し合い、住
みよい街づくりを推進する
団体です。町会・自治会や
民生委員・児童委員、婦人会、
すこやかクラブ（老人クラ
ブ）など地元の団体を中心に
組織しています。

いざという時のためにも
支えあいのきっかけづくりを

～地区社協の取組み～

世代を超えカローリングに挑戦！
（草加西部地区社協地域ふれあい交流事業）

　草加市すこやかクラブ連合会との共催で「ふれあい高年者運動会」
を開催します。地元中学生や体操クラブの子ども達との共同競技で
世代間の交流も深まります。
　草加市すこやかクラブ連合会の会員と65歳以上の市民の方なら誰
でも参加できます。会員以外で参加を希望される方は社会福祉協議
会までご連絡ください。
日　時　 平成28年６月25日（土）午前10時開会
　　　　（午前９時30分受付開始）
会　場　 スポーツ健康都市記念体育館２階メインアリーナ
参加費　無料
※ 参加希望者は、動きやすい服装、上履き、昼食の準備を各自でお
願いします。

ふれあい高年者運動会を開催します
～いい汗をかいて、健康増進～

開催日　11月29日（火）
会　場　アコスホール（アコス南館７階）
内　容　アトラクション・記念写真撮影など
対象者　 昭和41年に結婚した夫婦（１月１日～ 12月31日）
申込期間　７月５日（火）～９月15日（木）
申込み先　 社会福祉法人草加市社会福祉協議会　地域福祉課
　　　　電話　０４８－９３２－６７７０

　結婚50年を迎える
夫婦を対象に金婚式
を開催します。
　アトラクションや
記念写真撮影などを
行う予定です。
　参加希望者は社会
福祉協議会までご連
絡ください。

結婚50年おめでとうございます
金婚式を開催

草加市すこやかクラブ連合会
　趣味活動を通じて、市内に住む高年者同士の交流
と生きがいづくりを支援している草加市すこやかク
ラブ連合会では、さまざまな活動を行っています。

（例）健康づくり講座
　高年者の皆さんが病気
にならないように、講座
を通じて注意喚起と健康
をサポート！

そして、
ふれあい高年者運動会！
　毎年、多くの方々が参加
し、会場となる記念体育館
では大いに盛り上がります。
　中学生や体操クラブの子
どもたちも進行をサポート
し、一緒に行う競技もあり
ます。（詳細は左記参照）

　すこやかクラブは、おおむね
60歳以上の方が入会できます。
詳しくは、社会福祉協議会まで
ご連絡ください。

（例）素人演芸大会
　唄や踊りなど、日々活動
している趣味活動の成果を
皆さんの前で披露！

すこやかクラブの会員を
募集しています！

今年は
６月25日（土）開催！

このページの記事に関する問合せ等については、地域福祉課へ　048-932-6770
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第
23
回
福
祉
ま
つ
り
in
草
加
開
催

　今回で23回目
を迎える福祉まつりin草加
は「みんなでつくろうバリアフリーの
こころ」をテーマとし、市内のボランティアサ
ークルを中心に福祉施設や関係機関の方々が一堂に介し、
日ごろの活動の成果を発表するとともに、福祉の情報発信の場として
毎年開催しています。
　当日は、草加駅東口カーソン広場やアコスホールなどで、模擬店や、
野外ステージ、介護体験、講演会など草加の福祉を見て、触れて、体験
することができるイベントです。
　今年も協賛・参加団体、企業を募集しています。
　希望される団体等は、ボランティアセンターまでご連絡ください。

力強い

阿波踊りは、

必見です。

小松菜マフィ
ンは

美味しいです。

車いす、点訳、

朗読体験

してみませんか

今年も
力作ぞろいの
展示コーナー
です。

ベーゴマ、おり紙、

お手玉の昔遊びは、

子どもに人気です。

平成28年
11月13日(日)
開催決定!!

② ｢点字・手話親子体験｣
○日　時　平成28年７月24日（日）
　　　　　午前10時から正午まで(点字体験)　　
　　　　　平成28年７月31日（日）
　　　　　午前10時から正午まで(手話体験)
○会　場　草加市社会福祉協議会会議室
○対象者　小学生及びその保護者　定員各10組
○持ち物　筆記用具・飲み物等
○申込み　６月15日（水）から
　なお、定員になり次第
　締め切らせていただきます。

①夏休みボランティア体験
　夏休み中の学生の皆さんを対象に、地域の福祉施設や保育
園等でボランティア活動をする際の情報提供や、紹介を行っ
ています。

きっと見つかる

自分にできる

ボランティア

No.51

この夏、始めるボランティア
～新しい自分に出会うため～
夏休み期間中に、ボランティアを体験してみませんか？
やってみたい！という気持ちがあれば大丈夫。
始めてみたら、きっと素敵な経験になります。

　当日の運営に協力いただくチョ
ボラ隊を募集しています。
　活動内容は、開催当日、駅前等で
のパンフレット配布や、屋内ステー
ジに出演する車いすの方々の昇降
作業などのお手伝いです。
※高校生・大学生大歓迎！
　 希望者は、ボランティアセンター
までご連絡ください。

チョボラ隊　　
　　同時募集！

協賛・参加団体企業募集

親子で点字を学びます福祉施設でボランティア活動をする高校生

問合せ　ボランティアセンター　048-932-6772
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ふれあい・いきいきサロン 現在活動中のサロンを２サロンご紹介します。
自らサロンを立ち上げてみたい人や参加者を募集中です！
問合せ　地域福祉課　電話 ０４８- ９３２- ６７７０

ボランティア募集＆講座案内
誰かの役に立ちたい…

共に広げようボランティアの輪

ボランティア募集

ボランティア草加連絡協議会に
加入しよう

～「聴く」ことを学ぼう～
傾聴ボランティア養成講座
初級編

日　時　  ７月26日(火)　
　　　　午前10時～午後3時（昼食時間１時間含む）
会　場　草加市文化会館
対象者　 講座終了後、市内で傾聴ボランティアとして

活動できる方
受講料　 無料　※昼食は各自ご用意ください。
定　員　40人

日　　時　希望に応じます。
活動場所　市内福祉施設など
内　　容　 掃除、リネン交換、傾聴、入浴後のドライヤーかけのお手伝いや、

囲碁・将棋ができる方、パソコンを教えてくれる方など大歓迎です。
　　　　　年齢・性別は問いません。

　ボランティア草加連絡協議会とは、当ボランティアセンターに登録している活
動団体で、それぞれが地域で様々なボランティア活動を行っている団体（19団体）
の方々によって構成されています。

　主な活動内容として、ボランティア活動を推進するための研修会や会議を開催
し、会員同士の交流を図ると共にボランティアに関する情報交換を行なっていま
す。
　また、草加市社会福祉協議会と協力し『福祉まつりin草加』や、『赤い羽根共
同募金』、『地域歳末たすけあい募金』の事業活動にも積極的に参加しています。
ボランティアに関心のある方や草加市でボランティア活動をされている団体の皆
さん、一緒にボランティアの輪を広げませんか。

　「傾聴」（人の話に耳を傾ける）は、コミュニケー
ション能力で最も重要なスキルです。相手の心に
寄り添う傾聴から、多くのものを学びボランティ
ア活動や日常生活に活かしてみませんか。
　これからボランティアを始める方にもお勧めの
講座です。

　地域の力やボランティアの活躍が今後さらに
期待されています。本会では幅広くボランティ
アを募集しています。問合せについては、ボラ
ンティアセンターへ　048-932-6772

　

当
サ
ロ
ン
を
運
営
し
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
は
介
護
者
支
援
セ
ミ

ナ
ー
の
研
修
を
受
け
て
お
り
、

そ
の
上
、
介
護
の
経
験
者
で
も

あ
る
た
め
、
参
加
者
の
話
に
自

然
と
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
参
加
者
は
開
設
当
初
1
人

だ
け
の
月
も
あ
り
ま
し
た
が
、

口
コ
ミ
で
広
が
っ
て
い
き
、
現

在
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。
参

加
者
の
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
不

安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

他
者
に
話
す
こ
と
で
胸
の
内
を

吐
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
体
験
談
を
通
し
て
仲
間
意

識
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
「
一
人

じ
ゃ
な
い
」
と
思
え
る
こ
と
が

心
の
支
え
に
な
る
よ
う
で
す
。

　

専
門
職
に
話
す
の
と
は
異
な

り
、
同
じ
経
験
を
し
た
仲
間
だ

か
ら
こ
そ
、
分
か
り
合
え
る
、

気
持
ち
が
楽
に
な
れ
る
そ
ん
な

サ
ロ
ン
で
す
。

介
護
者
支
援
サ
ロ
ン 

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス 「
ら
く
だ
」

●
代
表　

堀　

美
紀
子

●
活
動
日
等　

毎
月
第
３
金
曜
日

●
活
動
場
所　

草
加
生
活
館
（
日
曜
ク
ラ
ブ
生
協
内
）

介
護
を
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

介
護
者
支
援
サ
ロ
ン 

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス 「
こ
も
れ
び
」

介
護
者
同
士
で
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
？

●
代
表　

酒
井　

斉

●
活
動
日
等　

毎
月
第
４
木
曜
日

●
活
動
場
所　

草
加
市
市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー

　

介
護
は
、
終
わ
り
が
見
え
な

い
長
く
暗
い
ト
ン
ネ
ル
に
い
る

よ
う
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
ど
ん
な
状
況
で
も
サ
ロ

ン
に
来
た
ら
ほ
っ
と
一
息
つ
い

て
笑
顔
に
な
れ
る
、
こ
も
れ
び

は
「
笑
い
の
あ
る
サ
ロ
ン
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一

人
で
悩
み
迷
っ
て
い
る
背
中
を

押
し
て
あ
げ
る
こ
と
、
経
験
者

だ
か
ら
こ
そ
同
じ
目
線
で
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
仲
間
が
い

ま
す
。

　

参
加
者
の
声

　

辛
さ
、
悲
し
み
、
不
安

を
話
せ
る
場
、
逆
に
他
介

護
者
の
経
験
談
、
感
動
す

る
事
、
参
考
に
な
る
事
を

聞
け
、
他
で
は
言
え
な
い
、

聞
け
な
い
事
が
出
来
る
集

い
の
場
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、
一
度
来
た
人
が

ま
た
行
っ
て
み
よ
う
と
思

え
る
所
で
す
。
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お知らせ 杖の販売は平成28年３月31日を以って終了しました。

住居確保給付金や生活
福祉資金等の貸付事業
の紹介

　子供の学習支援については、昨年度まで中学生と高校生を対象としていましたが、今後、
年齢層を広げ、内容を充実させていく予定です。
　［問合せ］自立相談支援窓口　048-922-0185・070-5454-0643

東北復興支援販売会
☆人気商品ランキング☆

　平成28年４月に、成年後見制度の利用
を促進する法律が成立しました。
　高齢社会にも関わらず、本制度の利用
が十分に進んでいない問題を解決するた
めです。

そうか成年後見サポートセンター

　センターでは、法人後見の実施や市民後見人の養成・フォローアップなど、引き続き、成年後
見制度の利用促進に努めてまいります！
　［問合せ］そうか成年後見サポートセンター　048-932-6788

ワンポイント！

後見人の権限と
本人の権利

　後見人の業務では、代理する権限を持ってい
なくても、必要に迫られ行わざるを得ない事務
がありました。
　この問題に対応するため、民法及び家事手続
法を改正し、郵便物の受取り・開封、死後事務
の手続きをしてもよいこととなる予定です。（家
裁の許可が必要）
　一方、後見人の権限の拡大が、被後見人の権
利の束縛につながる可能性もあります。
　後見人は、被後見人の生活に寄り添い、代理
をする際も、できる限り被後見人への説明や希
望の確認をしていくことが望ましいと言えま
す。

家庭裁判所や
行政機関の人員充実

任意後見制度
の活用促進

市民後見人
の育成・活用

♥基
本
理
念

成年後見制度利用促進法が成立！

　生活困窮者自立相談支援窓口では、生活上の困りごとや不安なことなど、
さまざまな相談に応じています。

生活上の困りごとをご相談ください！

相談内容

促進する内容

草加市役所

自立相談支援窓口
（ ）NTT東日本草加ビル
草加市役所福祉課内

郵便局

観音寺
JA

西友

三峰神社

マルイ

草　

加　

駅

東
口

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン

埼玉りそな
銀行イトーヨーカドー

子供の学習支援

子供の勉強が心配！

就 労 支 援

仕事になかなか就けない

経済的支援

離職して家賃が払えない
生活費にも困っている

対象者の
基本的人権
の尊重

各関係機関が協力する

担い手の育成
（市民後見人
への期待

後見人等の事務範囲
の見直し

　

３
・
11
を
忘
れ
な
い
こ
と
、
被
災
地
の

復
興
支
援
の
一
助
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
月
１
回
、
宮
城
県
石
巻
市
や
女
川

町
、
福
島
県
二
本
松
市
な
ど
の
物
産
品
を

扱
う
販
売
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

品
揃
え
も
多
く
、
ど

の
物
産
品
も
、
産
地
が

胸
を
張
っ
て
勧
め
る
自

慢
の
一
品
ば
か
り
で

す
。
ぜ
ひ
一
度
、
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

　

人
気
商
品
ラ
ン
キ
ン

グ
を
参
考
に
、
東
北
の

味
を
楽
し
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

被
災
者
支
援

東
北
復
興
支
援
販
売
会
を

実
施
中

それでも、まだ振り込みますか？

生活困窮者自立支援相談窓口から

平成27年中の総被害額　約１億１千万円！（草加警察署管内）

被害件数も被害額も
止まらない振り込め詐欺被害

№１　木の屋缶詰　鮭の中骨
・レタスとあえてサラダ風にアレンジ

№２　木の屋缶詰　金華さばの水煮
・煮物やカレーにもぴったり

№３　大黒ぱん
・ お茶菓子やお子さんのおやつにどうぞ

№４　さんまそぼろ
・ご飯がどんどん進みます

№５　たこのやわらか煮
・ おかずにもお酒のおつまみにもバッチリ

　５月から、当窓口をNTT ビルに移転しました。
　みなさんのご相談をお待ちしています。

窓口の場所が変わりました！

　草加八潮地区防犯協会・草加警察署では、被害防止のチラシを配布
しています。電話の近くなど、見えるところに置いて落ち着いて対応
しましょう。未然に防ぐことが大切です。
（相談先）草加警察署　生活安全課　電話　048-943-0110（代表）

ご注意

ください！

子どもの学習を支援し
ている機関の紹介

面接や履歴書の書き方の
アドバイス
ハローワークへの同行など

お金は本人にしか渡しません。

ATMで還付金は受け取れません。

電話で「お金」は詐欺の手口。

振り込む前に
草加警察署まで
ご相談ください！

東北復興支援販売会概要
販売日　　毎月第２木曜日
販売会場　草加市物産観光・情報センター
　　　　　（草加駅西口高架下）
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介
護
講
習
ON
社
協
だ
よ
り
第
13
回

かいごかいごかいごかいごかいごかいごのののかわら版かわら版かわら版かわら版かわら版かわら版
　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
医
療
面
か
ら
支
援
す
る

た
め
、
各
都
道
府
県
に
は
認
知
症
専
門
の
病
院
と
し
て

指
定
さ
れ
た
、「
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
」（
以
下「
医

療
セ
ン
タ
ー
」）
が
あ
り
ま
す
。

　

埼
玉
県
で
は
現
在
10
か
所
の
病
院
が
指
定
さ
れ
、
各

医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
医
や
臨
床
心
理
士
が
本
人

や
家
族
か
ら
の
認
知
症
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
詳
し
い
検

査
や
診
察
を
行
い
、
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
場
合
は
、

適
切
な
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

草
加
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
草
加
市
を
担

当
し
て
い
る
医
療
セ
ン
タ
ー
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
緊

急
時
の
入
院
や
認
知
症
の
治
療
・
周
辺
症
状
（
徘
徊
・

妄
想
・
幻
覚
な
ど
）
に
つ
い
て
相
談
を
し
た
り
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
介
護
者
、
地
域
住
民
向
け
の
勉
強

会
や
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
て
も
ら
う
な
ど
の
連
携
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
や
診
察
を
希
望
す
る
方
は
、
各
医
療
セ
ン
タ
ー
、

ま
た
は
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
号
で
紹
介
す
る
の
は
、
車
い
す
・
車
い
す
付
属
品
・

歩
行
器
・
歩
行
補
助
杖
の
４
種
目
で
す
。
こ
れ
ら
の

移
動
用
具
を
適
切
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
歩
行
能
力

の
回
復
や
安
全
な
移
動
、
ま
た
移
動
介
助
の
負
担
の

軽
減
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

全
て
の
福
祉
用
具
に
共
通
し
て
い
る
大
切
な
こ
と
は
、

体
格
や
身
体
状
況
、
症
状
に
合
わ
せ
て
、
ハ
ン
ド
ル
の
高

さ
や
サ
イ
ズ
な
ど
が
調
整
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
車
い
す
を
体
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
ず
、
不

自
然
な
姿
勢
の
ま
ま
長
期
間
使
用
し
続
け
た
場
合
、
体
の

変
形
や
皮
膚
状
態
の
悪
化
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
不
便
さ
を
補
い
、
日
常
生
活
を
助
け
る
た

め
の
福
祉
用
具
が
、
使
い
方
を
間
違
え
た
た
め
に
体
に
悪

影
響
を
与
え
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

福
祉
用
具
事
業
所
の
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
使
用

前
に
必
ず
体
に
合
わ
せ
た
調
整
を
行
い
ま
す
。
使
用
中
の

福
祉
用
具
に
違
和
感
が
生
じ
た
と
き
は
、
必
ず
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

福
祉
用
具
は
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
草
加
市
福
祉
用
具
・
住

宅
改
修
事
業
者
連
絡
会
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
次
の
と
こ
ろ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
先
】

　

草
加
市
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
事
業
者
連
絡
会

　
（
草
加
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
内
）

　

電
話 

０
４
８
‐
９
３
２
‐
６
７
７
０

頼
れ
る
専
門
家
、

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
認
知
症
に

つ
い
て
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医療機関名 所在地 電話番号
埼玉精神神経
センター

さいたま市中央区本町
東6-11-1 048-857-6817

秩父中央病院 秩父市寺尾1404 0494-22-9366
武里病院 春日部市下大増新田9-3 0120-8343-56
丸木記念福祉
メディカルセンター 入間郡毛呂山町毛呂本郷38 049-276-1496

西熊谷病院 熊谷市石原572 048-599-0930
戸田病院 戸田市新曽南3-4-25 048-433-0090
済生会鴻巣病院 鴻巣市八幡田849 048-501-7191
東武中央病院 和光市本町28-1 048-464-6655
あさひ病院 狭山市大字水野592 04-2957-1202
久喜すずのき病院 久喜市北青柳1366-1 0480-23-3300

埼玉県内の認知症疾患医療センター一覧

日　時　６月29日（水）午前10時～正午
会　場　草加市文化会館　第１・２研修室
定　員　30人
費　用　無料
申込開始　６月15日（水）
　　　　※定員になり次第、締切ります。
申込み・問合わせ先　
　松原・草加東部地域包括支援センター
　０４８‐９３２‐６７７５

「
も
し
か
し
て
、
認
知
症
？
」
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談

医療センターとの連携イメージ図
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手 話

訳通 だより

SIGN LANGUAGE
INTERPRETER 手話通訳者派遣事業懇談会

　　　　　　『聴覚障がい者のひろば』

地域福祉課（手話通訳担当）　FAX　048-932-6781
　　　　　　　　　　　　　電話　048-932-6770

問合せ

社協に寄せられた皆様の善意
平成28年３月４日～６月６日

　皆様からのあたたかいご寄付をありがとうございます。今後とも、
本会の事業運営にご理解、ご協力をよろしくお願いします。

（敬称略　単位：円）

氏名・名称 寄付金額
カトリック草加教会 20,000 
草加市ダンススポーツ連盟 30,000 
草加西部地区社会福祉協議会 28,721 
株式会社　小山建設 20,000 
椛島　幸夫 10,000 
草加市連合婦人会 152,220 
第23回チャリティ歌と踊りの祭典実行委員会　草加市カラオケ連合会 40,000 
民友会　チャリティ民謡まつり 29,296 
青柳商店会　セイコーマート 1,644 

ニュー埼玉歌謡発表会 34,571 
平成28年度　第35回埼玉県空手道剛柔流選手権大会 21,729 
新善町子供会 5,000 
草加落語会 13,000 
クラブ旭 1,822 
匿名４件 21,261

合　　　　　計 429,264

氏名・名称 寄付物品
明治安田生命　草加営業所 雑巾　　  100枚
明治神宮崇敬会 洗剤一式　20セット
宇田川　一郎 タオル一式  　　

資　格　 介護福祉士、訪問介護員２級以上、
介護職員初任者研修課程修了者又は
同行援護従事者養成研修修了者

年　齢　65歳まで
賃　金　時給　身体介護　1,400円
　　　　　　　生活援助　1,100円
　　　　 （処遇改善費100円を含む。夜間・

早朝・休日割増あり）
　　　　※同行研修を実施しています。
【問合せ】　介護課介護サービス担当
　　　　　電話　０４８－９３２－６７７７

資　格　 不問
　　　　（word、ExcelなどPC操作できる方）
賃　金　①嘱託員 日給 9,500円
　　　　②臨時職員 時給 890円
　　　　その他、賞与、社会保険・雇用・労災・
　　　　福利厚生完備
【問合せ】　総務課
　　　　　電話　０４８－９３２－６７７０

②登録訪問介護員①嘱託員・臨時職員

　今年４月から施行された「障害者差別解消法」について説明します。また、ご利用いただいて
いる派遣事業や災害時の備えなどについて懇談を行います。ふるってご参加ください。

日　　時　　平成28年７月17日（日）
　　　　　　午後１時30分～４時（午後１時受付開始）
会　　場　　草加市立中央公民館　第１・２講座室
内　　容　　・障害者差別解消法について
　　　　　　・手話通訳者、要約筆記者派遣事業について（障がい福祉課）
　　　　　　・こんだん会　ほか
対 象 者　　聴覚障がい者やそのご家族、聴覚障がい福祉関係者など
参 加 費　　無　料
　　　　　　＊手話通訳、要約筆記がつきます。

種　別 名　　　称 金 額
個　人 谷塚みどり町会 56,000

種　別 氏名・名称 金 額

大　口
（自動販売機）

㈱伊藤園
北関東ペプシコーラ
コカコーライーストジャパン

2,856
8,990
295

個人大口 小川　和典 1500
学　校 花栗中学校 22,464

職　域
その他

メディカルトピア草加病院
草加市文化会館募金箱
草加市社会福祉協議会募金箱

16,271
1,204
7,607

種　別 名　　　称 金 額
戸　別 新栄町団地自治会 173,700

社　協　会　費

赤い羽根共同募金

地域歳末たすけあい募金

　４月 14日に発生した熊本地震から約 2か月が経過しました。
　地震後、多くの方々に市内 4駅での駅頭募金活動、そして義援金の
協力をいただきました。
　この義援金は、埼玉県共同募金会を通じて熊本県共同募金会へ送られ、
被災者の皆さんに届けられます。
※引き続き、熊本地震義援金を受け付けています。（6月 30日まで）
　社会福祉協議会までご連絡ください。　電話　０４８－９３２－６７７０

   「平成28年度熊本地震義援金」協力者一覧 平成28年６月６日現在（敬称略：単位：円）

　みなさんからいただいた
社協会費、赤い羽根共同募
金（歳末たすけあい募金）、
熊本地震義援金は、次のと
おりです。
　なお、社協会費及び赤い
羽根共同募金（歳末たすけ
あい募金）は、平成27年度
の実績となります。

草加市カラオケ連合会
理事長　高橋信夫 10,000

橋本　雅子 10,000
なかよしテニスクラブ 20,000
梅田　進 10,000
草加中央地区
社会福祉協議会運営委員会 3,000

谷塚西部地区
民生委員児童委員協議会 23,000

オールドカレッジ
スタッフ一同 10,000

スポーツ少年団
谷塚グレートジャガーズ 10,000

長栄町町会
会長　永堀　洋司 36,289

セントラル電工株式会社
代表取締役　竹内　省一 50,000

募金運動を行いました！熊本地震義援金 街頭募金

柿木町町会　 31,000
第17回　春の子どもフェスタ 7,061
ボーイスカウト第６団 69,458
スポ吹きあけびの会　 15,600
東部婦人会 30,000
草加市グラウンドゴルフ協会 167,233
草加市被災者つながりの会 6,717
新田地区社会福祉協議会 13,000
草加中央地区社会福祉協議会 37,124
ミュージックレインボー　
代表　関　勝之 22,992

男性料理　シニア会 10,000
その他６件 52,000
草加市内４駅駅頭で募金をして
くれたみなさん 1,635,979

合計 2,280,453

職
員
募
集
!!

（敬称略　単位：円）

（敬称略　単位：円）

（敬称略　単位：円）

社協の各種相談案内
（祝日・休日を除く。相談は無料です。）

●ふれあい福祉相談

一般相談（電話・来所）

毎週　金曜日 午前10時～午後３時
電話　048－932－6789（開所日が週一回になりました）

法律相談（３日前までに予約のうえ来所）

毎月　第３金曜日 午後１時30分～３時30分
電話　048－932－6789

●ボランティア相談（電話・来所）

毎週　月曜日～金曜日 午前８時30分～午後５時15分
電話　048－932－6772

●手話通訳に関する相談（FAX・電話・来所）

毎週　月曜日～金曜日 午前８時30分～午後５時15分
FAX　048－932－6781　  電話　048－932－6770

●介護保険に関する相談（電話・来所）

毎週　月曜日～金曜日 午前８時30分～午後５時15分
電話　048－932－6773

●在宅介護に関する相談（電話・来所）

毎週　月曜日～土曜日 午前８時30分～午後５時15分
電話　048－932－6775（松原・草加東部地域包括支援センター）

●あんしんサポートねっと相談（電話・来所）

毎週　月曜日～金曜日 午前８時30分～午後５時15分
電話　048－932－6788

●成年後見制度に関する相談（電話・来所）

毎週　月曜日～金曜日 午前８時30分～午後５時15分
電話　048－932－6788

●生活困窮等に関する自立相談支援窓口（電話・来所）（市役所内）

毎週　月曜日～金曜日　午前８時30分～午後４時
電話　048－922－0185　070－5454－0643

●税務・経営に関する相談（前日正午までに予約のうえ来所）

毎月　第２木曜日（祝日の場合は、第３木曜日）午後１時30分～３時30分
連絡先　関東信越税理士会川口支部
電話　048－263－0781　  FAX　048－261－2626
E-mail：kawazei0781@gmail.com

相談場所

草加市社会福祉協議会（草加市松江一丁目１番32号）

（１階）

社会福祉協議会 案内図

ご協力、ありがとうございました。


